
 

 
 
 
 
 
 
Ⅰ 実践テーマの趣旨 

本校では、平成28年度から「弥生カリキュラム」を作成し、カリキュラム・マネジメントの充実を

図るとともに、検証改善サイクルを確立し、作成したカリキュラムの工夫改善を図りながら、学校改

善を進めている。 

 

Ⅱ 実践の概要 

 １ カリキュラム編成について 

職員一人一人の参画意識を高め、児童や学校及び地域

の実態を適切に把握し、課題を明らかにして、全教職員

で共有を図りながら「弥生カリキュラム」を編成した。

「弥生カリキュラム」の表紙には、学校教育目標を掲

げ、「育てたい子ども像」を職員全体が明確に意識できる

ようにしている。 

 

２ カリキュラム表の構成について 

本校では、「総合的な学習の時間」を軸とした教育課程の編成を行っている。カリキュラム表の

中央に「総合的な学習の時間」の活動を配置することによって、学校教育目標や各行事、各教科等

との関連を俯瞰して捉えることができるようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 実践の成果（○）と課題（●）   

○ 「弥生カリキュラム」を基に教科等横断的な視点を意識した指導の充実を図ることができた。 

● これまでの実践を基に、「弥生カリキュラム」の工夫改善を図り、教育活動の質の向上に向けて、

全教職員の協働体制によるカリキュラム・マネジメントの充実・強化を図る必要がある。 

● 人的・物的資源の確保や学校評価と関連付けた取組など、学校運営協議会や地域との連携・協働

を強化する必要がある。 

函館市立弥生小学校 学級数８ (校長 佐藤  豊) 

「総合的な学習

の時間」を軸とし

ながら、学習の対

象や領域が特定の

教科等に留まら

ず、教科等の枠を

超えた横断的・総

合的な学習が行わ

れるよう、教科間

のつながりを意識

した教育課程を編

成している。 

上段部には、学校教育目標に係る

重点指導事項を掲載し、関連が深い

単元を色分けして示すことにより、

重点指導事項を意識した指導へとつ

ながるようにしている。 

下段には、ゲストティーチャー

などの情報も併記し、その単元に

おいて、人的・物的な資源の効果

的な活用を図っている。 

【弥生カリキュラムの表紙】 

【「総合的な学習の時間」を軸とした「弥生カリキュラム」】 



 

 
 
 
 
 
Ⅰ はじめに 

本校では、令和２年度から資質・能力を基盤とした学校運営のグランドデザインを家庭や地域と共有

することで、教育活動に対する共通理解を図っている。家庭、地域と一体となった「チーム学校」とし

ての実効性ある取組を推進するとともに、育成を目指す資質・能力を身に付けることができるよう実践

の成果と課題を検証しながら学校力の向上に努めている。 

 

Ⅱ 実践の概要 

１ 育みたい資質・能力と教育活動との関連付け 

(1) 主体的な分掌運営を通し資質・能力を育む 
グランドデザインには年度の重点目標とともに、

育てたい５つの資質・能力を示しており、各校務分

掌が担当する教育活動について起案する際には、教

育活動のねらいと資質・能力の関連を明記してい

る。教職員は目的を共有しながら教育活動に当たる

とともに、資質・能力ベースで成果と課題を検証す

るなど、短期型のＰＤＣＡサイクルを確立し、指導

に対する効果の検証・改善を日常的に行っている。 
(2) 「カリキュラム係」による教育課程の検証・改善 

本校では、教務部の中に「カリキュラム係」を配

置し、カリキュラム・マネジメントの推進に努めて

いる。 

育成を目指す資質・能力の実現に向けて「東中学

習（総合的な学習の時間）」と各教科等の関連が図

られるよう、研究部・各学年と連携し、「総合的な

学習の時間の題材」と「特別活動（行事）」、「教

科」、「道徳」の関連を線で結び、視覚化するなど、

指導計画の工夫・改善を図ったり、総合的な学習の

時間や教科等横断的な学習に係る人的・物的資源に

関する情報提供を行ったりしている。 

 

２ 教科等横断的な視点に立った授業改善～校内研修を

通した授業観の共有～ 

本校では、研究仮説を「教科等横断的な学習におい

て、言語活動の工夫をすることにより、言語能力を高

め、自ら考え、伝え合い、学び合う子どもを育てるこ

とができるだろう」と設定し、国語科を窓口に、児童

の実態を踏まえた上で、授業観を共有し、効果的な指

導方法について、議論・実践・検証している。 
 

Ⅲ 成果（○）と課題（●） 

○ 全ての教育活動を資質・能力ベースで捉え、目的が明確になったことにより、教職員が主体的に

手立てを考えるなど、教職員の資質能力の向上につながっている。 
○ 教科等横断的な学習を意識することで、児童は、他教科での学びを生かして、目的に応じた国語

科のまとめを行うなど、教科等間の関連を図った学習を行うことができた。 
● 「地域学習」については、今後も持続可能なカリキュラムになるよう、随時見直していく必要がある。 
● 組織的なカリキュラム・マネジメントを一層推進するために、教職員個々が行うカリキュラム・

マネジメントを推進させる手立てや教職員の更なる意識改革が必要である。 

上富良野町立東中小学校 学級数７ (校長 澤田 克之) 

【第３・４学年指導案（複式）における指導観（一部抜粋）】 

育てたい資質・能力（授業の目的）を明記する。 

手立ての一つとして、教科横断的な学習を位置付ける。 

【総合的な学習の時間と各教科等との関連一覧】 

【育てたい資質・能力と校務分掌との関連】 



 

 
 
 
 
 
Ⅰ 実践の概要 

  本校では、各教科等の学習で身に付けた資質・能力を相互に関連付け、学習や生活において生か

し、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成するため、学校の

教育目標を踏まえ、総合的な学習の時間の目標を明確にするとともに、各教科等の関連を整理した

指導計画を作成し、取組を推進した。 

 

Ⅱ 実践の内容 

 １ 各教科等の関連を整理した単元配列表の作成 

    学校の教育目標を踏まえ、教育活動全体

を見通して、それらが相互に関連すること

を明確にするため、単元配列表を作成した。 

作成に当たっては、総合的な学習の時間

を中核として、各教科等との相互の関連を

可視化することにより、それぞれの教科等

の役割や関連を明確にするように留意し

た。 

 

２ 「別海ＰＲプロジェクト『べつかい牛乳和食』」 

(1) 取組の概要 

第２学年では、「別海ＰＲプロジェクト『べつかい牛乳和

食』」として、総合的な学習の時間を中核とし、家庭科等の学

習を関連付けるとともに、栄養士や酪農関係者等の活用によ

る人的・物的な体制を整備した。本実践は、食と健康等の課

題を解決することねらいとし、生徒が、別海町の酪農や牛乳

のよさについて理解を深めるとともに、従事する方々の思い

を受け止めながら、関係者、地域住民に対して、生徒が考案

した乳和食を提案する取組を行った。 

(2) 取組の実際 

生徒は、学習した地域の特産物の特徴、

生産・製造、普及に関わる人々の思いを踏

まえ、栄養や食べやすさ等の観点から、特

産品を用いたオリジナル乳和食を考案した。   

また、関係者や地域住民に、考案した乳

和食や別海町のＰＲを行ったことにより、

生徒は、地域活性化や食と健康等の課題解

決を目指して、自分の考えを深めることが

できた。 

 

Ⅲ 成果（○）と課題（●） 

  ○ 学校の教育目標を踏まえ、各教科等の関連を整理した教科等横断的な指導計画を作成するととも

に、関係者や地域住民の活用による人的又は物的な体制を整備したことにより、地域活性化や食と

健康等の課題解決を図るなど、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能

力の育成につなげることができた。 

  ● 地域の課題を解決するなど持続可能な社会の創り手を育成するため、小・中学校の９年間を見通

して、育成する資質・能力や指導計画の見直し・改善を図る必要がある。 

別海町立上西春別中学校 学級数６ (校長 根本   渉) 

【教科等横断的な視点で関連付けた単元配列表（一部抜粋）】 

【参加した方々に別海町のＰＲを行う様子】 

【栄養士による乳和食の説明】 


